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　強相関電子系におけるトポロジカル半金属の研究を行っておりま

す。主にイリジウム酸化物を研究対象とし超高圧合成法やフラック

ス法を用いたバルクの物質開発、基礎物性測定、テラヘルツ・赤外

分光による電子状態プローブを組み合わせて新しい電子相と電荷輸

送現象の開拓を目指しております。学生時代から強相関電子系の軌

道自由度を使った電子状態制御やダイナミクスについての研究に関

わってきましたが、東京大学の助教 ( 十倉研究室 ) に着任した頃から

強相関トポロジカル半金属に関する研究を始めました。

　ちょうどパイロクロア型アイリジウム酸化物の研究を始めた頃に、

モット転移の近くでワイル半金属が生じるという論文 [1] に接しまし

た。「ワイル半金属」の意味もよく分からないまま、とにかくモット

転移近傍の物質を色々作ってみようという感じで研究を進めたとこ

ろ、光学伝導度の測定によってモット転移近傍でワイル半金属に特

徴的なゼロギャップ状態が生じる事を見出しました。その後、ギャッ

プが開いたモット絶縁体状態でも反強磁性磁壁に金属的な状態が現

れる事や磁場誘起モット転移が生じるなど研究開始当初には予想で

きなかった現象が見出されました。磁壁の金属的状態についてはワ

イル半金属のエッジ状態との関連性、磁場誘起モット転移について

はワイル半金属が磁場下で生じている可能性など、まだよく分から

ない点が多く残されておりますが、今後、本領域での共同研究など

を通して取り組んでいきたいと思っております。個人的には強相関

系は理論的な取り扱いが難しいぶん予想外の現象が数多く潜んでい

ると感じておりまして、それを探索するために物質開発に比較的重

心を置いて研究を進めています。現在はパイロクロア系以外の物質

の探索も行っており、強相関ディラック・ワイル電子による予想外

の現象を見つけたいと考えております。

[1] X. Wan et al., Phys. Rev. B. 83, 205101 (2011).
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